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爆薬用原料の乾燥に関する考察

(Fl御26年11月10【J受Jt)

山 東

(rI本化薫Kl附t兼併)

1 和 書

物沢から淡純一柑 こ水と抑L-T'/JJD刑 Cの)血;比較

的少い時にlt.のJ鮒 攻縦軸と称LJ-る｡YL偵l''eれろべき

拙文1二はk帆 域外及Mlもの三fJlはzB:あらが州tLの柁

uが娘もL#が多く池町(,あ yu｡

乾蟻川肺 にもJ州七と消l如 ･&,/Jが,粒奴は粋を行

†ものは_lんHtのみでもろ｡之にlりくにT:げE封脱 とFIJ
TL.‡姓抽花のこ朋 があI).別JfL二は小払 iZ軌 蛤糸

噂b'･i/),枝･Jrl二はm'Lit.EF爪.企Jk等がBAしていろE.

･-1壬に仏軍は特棺の齢 を除きL一記のけな院封を配

分VuI二位挽してい乙が,攻tLr.IJlに水JJ)を介Ilする群は

36の蛸ノ)をNじ一様発蝿か虻t･J'/Jか(',と等I額t7のFL
矧1才は成鳥LDAJ,XJ･･1.-IJ-｢･.ものCOPなものであ

る｡

IP繋出延工場に於でIl斯切なiyr軌LRHを多血乾換し

ているから.比の他 端ftLの1'J畑はEGl.dの品句のみな

らす,16の坐鼓?スH=も多火の影書をZkはすもので

i-73.

叫眼に637aEt科をVL放すろ払介EL期と沓摺と(I(i,

eTr恥 てAなろtJである.杓にffr定のtIな現蓮性抽

文でtiLtの扱杓が著しい｡それほ媒材の合すl大乱 大

鑑の温 iZ:東AT=ろ各と考えられる｡上等D作件TJ変

化が見放辿度にALJtllJfj:TJ妙額をjJえちかを屯地的Lこ)Jミ

めて妊煉れ4WdtPQ)lr'･Llにやしたいと瓜†｡

JL 乾 浪 曲 TE 式

)文概僻が

妃比迎兜Jllこ閑し従来のLI兜JJ1m3Iに'G巧と/J.ろ祁

TJlを光軸 ナyJ.
(り nJJ瓜こLJrjしげ,-12州rtの舷矧lhill乾他

姓群乾脚一触円卯二位の三脚 削こ分れてしろ｡

月由 合永Jllと舷比姐蛇LD頼経を'EBl'T:す11･ほ

I-"_:_::二 二三--

す り

･城肋Irの含li水力･ら一fL打水',)を州 .たものをr]山
水分と呼1.｡じILJl水分の之を持いナIrt鴨付和L二対
すろ割合を71'分中でRbL'=もりと,肖Ftl含未申
と1Tする.



(り 巾伸也蝕 荊駕はEJ'l作のmnlで腔I),主な

抵抗は苅仙荊町C.之にはべちとr勺部拡批のPtlAは少

でもろ｡【りち杜の脈 は粉 か光分/r-ltrろときでも

ろ｡免維迎肘 11

% -̂ ･(IL.･･) (1)

･Jrli･lLl抑仲に拝ttLI;*分止

Aは祁 炎iAiは.ali邦JAliR究鎌故で鮎 の延鮎

ZfそのLJfllj等にAZE言JL一七に≧粗 の父上避妊

rlkゞ 書･m!Iのボ牧で,一山に〇一d+brlで永わし

ftjろ,I..は耕 小7)蟻 掛 E

(I) #椛 榔 -E2 円経の含ll7k51がyi少し

て乗ると生々社比はJ～祥世故で之に校べちと讃僻

の抵紺 .･少{･もち｡恭し乍ら諸兄は何州帖の;将Br(･起

っていろ｡在って牝のJ8分は含IE水分が減少した25に

州 tJthjにJt分点喋したW,)が目線てIL制な叢実佃tB

が稚'yしていろ｡It･りIl助加地切は.?水寸】にLt:押す
ろ<雀って乾粗述妊J:紘

一客 -A,a(I.-1.･)--4(lL.･･)

-A.(lLP.) (り

PLL ′̂EHI軌月州九 ･は琉村田】に於け1̂ 'L班甘

frDU川含水比 pは比桝M 払 1-hd

(-) htやrL脚 二托 水分J)合IE脚 こ益■きミサ
す/Jとl勺市紘巾継I伽:攻市に火きくなって.水はr叶は

F勺,%の止伎塩織はe抵触して.JEの瓜-C茶究した筏炎

lLL)塩B.'<状e忙放す/J.n:の噂介の迎Ju は松任でも

/A ;,那-EZのJ31介の,tを妃比的に†J!111Lftlろ｡

(a) で .1hrLLl)Lt川 r)･及 J･'rctlrlCkC.Hutl･

llt)r)tP上モにLtt川 f.狐閃した棚 は火式中LD水煮<̂n-'

がその叫旭の地平紙料被の火器'jUfJ11にJ.卯1/)
か,城はそ)り1Ttに下II+/'lこ【●い,船 を甥牧又は

払肝1'/J.
.I

り ) PI'";･W Ltは.扶邦のy弧地政を妹 (,7tT.し

た｡

'.L3--K,)(.･.-.,･)

ptL'lrlL.l川irJnl'Btlナ/J叫以tlL
l一日よ軌触tfik,1-.A(上…臥 V〉水ZL-,分け

llJは喋ikの他71]九抑止の水萌StB:

K11山故

2 好邪脚紺 の荘現地JZE一枚文

相野川肺 の82妨戯 一般式は,酌顎の文欧より表

のtJに定めた｡

(l) か抑 VL柁 爪帝位牧に於てはや柳 の(1)式

をJCの岨迫川することとした｡rlLl一はF･1群払輸実

にタJつては,非の漣姓に於けち飽和水HL.>燕の水蒸Zm

だ.不朽吐物JIにもつては.ヨtの漣畦に放けろ永Z)若

鮎 ;を示す｡Itくわ式1り拙文LD乾旺迎壁は非の彰同位

の火きい相.bi柑且畦か向く室災rElの水成'ju,>花のVt

tBi人でもろ｡父乾肘 ?呪S･IIJL,ろ嘩介は上野の他益

毛の温触):拭く.父伽 Tf.iL軌 舵他 ;A

で･もろことh'分ろ (1)式lニ於て成雌W .盗気の水

石忘分Eのみ変化して他の休作を一定とした均分の叫
罷分丈をまわろと

ユL一･Aq一生 .ユーー d̂ユl･･rl_L'ニーrとき●
~rろ

i:_号 _ニ ー ..i_･･.:. (JJ

末式に夫■榔当すろたrlを11:八日目まぶ虻ti太悪く.

分圧･り鼓少だ化に!け ろ艦齢蚊 のAt化の対合を.Tf井

lJrjろ｡

tZ) 誠車乾稚 拙1▲位tttこYtて(=脚 T(I,12▼式

.-<-1tの雌 IJL.た｡ALLI-1叩け 能唖の申分とHLttL

もろ｡允のRより強や解他 こ於tは免唖逆姓は脚 ._

･iT乾指 の齢 に成立すろ代休7)他にL伯 含*やに比桝

すろItTqLとIlしている｡(2)式に放てuftのtlll蛤 *

軌 範tW .基=(の輔 仇分荘4)んだ化して他の任

件を-5iiとした齢 の地彬 〉犬を淡めちと

ユr_▲(lL l･.).1～+Iy_all10-山上1-.etP
plしIl:,:--pい '･.

ユ叩 葦三.;'' lfl･11..･.i.i (り

本式に火+榊コすろ必仙女代人すればF‖Il含水や.

iL疫Jl水煮W Jff:のれ少文化に朴 Tる位畑迎蛇の変化

qJ:竹介を水やIll/,｡

])( 沸紬平及大気の水洗九分圧

bl胤 の(り及(I)犬上J)馴かなtJに舷灯rべき拙

文及之に拓.1ろ釦 の水成WJI圧の凸LL1㌔は42嫌

辿腔の軒勤JJとなろものでTFt世TLものであろ｡

1 棚 17の7k讃qJJJ旺
(t)-ト汀tr(幼 円の水成'dil､n= mhL.I)はlこ1■は

やLq.卜くさ ト榊札杓7γ,iZiRr(rrlにbllナ/J水LD哉'.i

圧(PlにETlコ ト :｡55- gfI【cl'hミけ/J水の粥qq;

(永山蛙 ｡1111で/T;+IとIyriE健との粥f8/･･f;小t'),G淡

に抜り凍めると

P_00)11901-0056710!+U8906Le

+5･1,5JO (5)

(2 ) 可Hf性物穴の水煮銭分圧

Pは駐独すべきl.j粥吐物耳の】且虻に放けろJtの4bTZ

の脚 水溶,Vの包する水耕銘分匹にfflEけ ちO櫛荘川
打Hlニ於て叫彩姓独文LD作曲的なものはA†吋衣円安で

らちから.之等の只臓 を姓べる.



lJIJ lll水 JX茄JlJ脚封のや主軸に捌すさ'6わ

茄 l lJ壬

地名 Gi 分 IJJ 2Jj 3JJ 4JJ 5JJ 611 7

&6.,1_277771.II,..i鮎も別4･9糾Mm山;-11I12･9内山8■′LO564.725

賦与1

1

.

::∴=∴∴

､

:●言

::

∴:̀

(1) 企 叫 ∬････11が Cに放ける犬qiの飽和水
■)

村液の水蘇Gt分Ff(lリ と希皿酸 (Q)との罪状式

をit′JIEl井法に仏り求めると

P･-01613PL IJ47010+394以17 (6)

(ロ)印 tJe20-900Cに放けろ師父の飽和水Jl
か液の水着瑞分LT;(l')と池 だ(d)との代休式を

Plほに決めろと

1'芸O【耶 81+uIAIL～ゴ小;-LHtル(lla
+ll6607 (7)

∠ 人qQ)水罵WJl托

瑞h(土in筒袖耳を加然してJtの伽山水介BIヨ然舛放

させる秒汀.ZrT焦した粧鮎 Hを遜って行う砂介及】S
のN淡を弘川した砂介の三つにLL別さLLろ,,Ll.liLにし

ても稔使すべき執frの州W=tr推すろ2糠 の水成曳分

肘 まを胞 腔に1日出の抄膏を及ぼ･1もq)である｡壬粘く

F[

t.必 似 野 分

-̂ 柑 lJ-∠O(149-250)

細 枠 10-17(JJ1-205)

抑 糸 7-8(7.5- Z57)

は常圧の下では加恭しても双の-# 匹は一定でiL.ろか

ら.大丸の車資は通常ih接乾班に脚 を及ぼすもので

ある｡-夫に本邦代苅rJ柏にぬけろal月のiA岨 (I;1和

24年援約年誠に蚊1J 汲水葛気分EELを/i-.チ .,

節 l炎上l)下粥他方に於けち大鑑の水篤史分圧は冬期

は 49事色(12. 1jl及2J日,棚 は 10.1事H 3月,4

Jl,SJJ及6月),見帆土203托 (111及8Jl),扶期

ILII∫托(9月.10月次ILH)である｡従って文相と

各朋との良は約 15准.St期と秋期又は棚 との助 士

9ノーLO耗でもろことが分ろ｡

r/ 各 ti

l 不粥吐物yZ

不料挽物矧 こPSすら水bl,渦扮.抑糸等の蛇鮮冶日枝

の水分は人体大4{のihJ)(･あ./ut.

火

乾巧野 分 f'ZPbA)'R

Z(2･0) 60-SO

ユ(3I) W ～SD

z-5(.I.O-3り L'X)-70

1r ゼ (り ( )伽 1分7k坤で宗したもLD{･ある｡

(U) (･Lttlユ壮11(･l持す.<合指-1の1ユ舵と～-･THtはtrir,tjl,Xll能相

次丸))iA腔に花畑4')並fTTにrf'いal大はなすも｡

上妃の抽ZZは勧めの水分h:比校的少くVL紺 地捜施 乾鮫抹肘 こ伏り取押水か it化すろが,別記のtJlfJ:独

特帥 こ沙斗棚 にi!すらtaである.桝えは人t9の掛合 Jlの紙筒の舷比に於ては舷脚 引Zilに影骨を及ぼすもの

に於では 凶2の油 l)でもろ｡ は.汝串乾kPSliJlと考えて11日 Aである｡凝って以下

也らJ3,< の水分を合有すろものが2,･Lに逢すろ塩 浜串庇煉乃均分のみを考えろ｡

に120分を弊ナろ｡Ltの内10分ru抄:fiE弔花班でも ろ ｡ 55-労OCに放けるホ常識fEの他fIIEEとiA度とのFq



休式 (51を(2)に代入で

ちと憲 -叫 00L19甘,-00567Le･06知日

+54530-1'.) (8)乏d･滅申舵奴の齢 に於けろ木も将

LD不押紙払22の乾性姐腔式である｡(5)を(LI)

に代入すると一旦 ー _ 坐 _十 〇･00357e=一〇llLH20+

06恥1 加1-1tL. 節

41 拓 位i,P.,チ分 lL p- I.11㌔p-6

00c とす川 i'ギー音 +7品i41.n ユe一丁醇布 ユ1
-4

11?E7OOC と1)

Lは号 -iqTi･-2芸荒 .AC一層 =iT Al･
dl

o-800C とナれP.i:一 号 +,器 ,: ユー-,56し...･

ユl･dq)らiR

Jyの L.州 こff-い,舵地組推Lこ対すろiA姓於化の印 Ii.之苔式中の水器就/JIEEの妊化に伐る彰菅より

も郷 に大となることが

分ろ.EL糊と冬間の 火kの水洗坑分妃が

1547t(下関唯'JJ-

)の齢 は乾性温比S･70DCとし.非の他の休作を['4-だとすらとよ期に放ては冬期上J)乾嫌退峰を 1

5oC 荊くすかIf,冬朋とM il虻のmL捷速度ir･jjえろことが分ろ｡2 nTIYE性 物 Pは溺脈打C可辞書蛙物flLこ属すろ生挙なもりq]ち

,食尖炎抑火の触 Id枝に放ける水分は,火tk天栄の通 りであら｡

^ 性根IL*分 乾t

tiiだ(メ) (BC)塩 ∠-5(20-53) OIll-05(0l･-

A S) 70-1(氾鞍 0i-09(0Z一々 .9) 005-･01(005-01)

60一 肌I'ケ (〟
( 1伽 1分れrrlでJ壬もしたもの｡(.,) 牧nLt

且唆Jlt宅妹すべき紬ftQ)経腔 とホ･T.(り 全 域

欠如LL.黙川柳 平如)の細ec(七頒 和)に於けち取㌢

治 水斡irL).92.'であるから,祖常の乾矧 こ於ては荊配の庇坂岩3水J/)では氾ち

に沖や舷蚊に入ると見ても歪支えTn .｡企製の 50-

川0OcEl川こ於けろ乾雌 犬は (6)

式を(2)式に.t人すれlf7y

ら】Lろ.ゆち憲 一- 161%〆一日47C叫 J9･"1

7 Ⅰ･J (9)PLL,之は絶薙盤の埠合の乾蚊迎蹴 (･あるZ)I.R

'控の=粟HJjt基は不純物む含叶 ｢ろ馬帆L,水菜

紛 正が位Tlろから乾性迎JA'もは少すろものと巧えられる叉

(4)式及(6)-iてよI)史 -斗 O3225
t'-】447L" ユけ--,章 T

Ll-L'aO-800C とナjLは上式は 1ミ■

'一昔 ･123S_昔 ･⊥0-268_PT.帆

EI-･9OOc とナかはギ ー音 十品 琵 ユ8-T,S二,..･
ユ1.･1

也ちiL唯の｣.外にq･いiLEE教化の})-が卑小の城 見分Ttの肘 tJよりも他 に

上tI火なら蹄 を与えろことカ:j17J｡不軒牲柚Etの



エ切に於Llろ乾肘 1燕 の内,‡主もEil雅なるn頚 に尻す

るが速筋の越玉のIrJ67州を占めるもので,之が乾拙

作粟のF'J拙はば玉村の生痴⊃スト及品門に多火の影幣

を与えろものである｡従ってffi'b;の乾妹に朗しては詐

称 こ述べて見腔いと瓜う｡
(イ) 乾払逃腔式 鵬 司りの水分が極めて少いか

ら,初めから減車(㈹ であると見助して殆淡えか .a

Rl液 の20- 900Cに於けろ乾奴連夜式は(7)Litを舵

晩式(2)式へ代入すると柑られるDqJち

セ =叫 000㈱ 5e･TOO2C480- 0103tNedl

+1ユ6607-l'A) (10)

又(4)式及(7)式よtJ

_坐 _坐 + 000 2e'+0040960~04朋心I
P 1'.

1ユ0-義
8-6OoCとすれば

-ll-坐 .7iZを長 上d

62311Jq

QLJ0Oc とすれli'

-if=意 +-85三宝 ･ユe

p-sooC とすゴ=i'
上 -1''･1.331三k ユ q

EkJ(()で窮はせtf上武は紛 し相ろ｡

日本化4m/_伏作桑折の250髭tJ込さゥヂランナ-に於

けち舵 乾性の校の硝安の温控を時間に対してとり之

を九‡小Fl来淡で攻めると

CEOOOZLHZ+2074I+26

仁LLtは時rL;I(分),Cは池J史(oC)

之な(ll)式に 代入す ち と

史 -A(.,｡-.｡)(-53823x10-"･C+14690
ILL
x10-61叫一88383ylO-～l-1810Sxユ(｢3.8

+69371'⊂10~串+ 13500 (+1511401PJ

._坐 _A( )dL
tr4~廿

之を紛 ナろと

-LtL(V●-tD)-l卜 76S叩xlOJl!tL 244SS

×10-qd+17L'77×10-小一15_769xID~tl
+23124xlO<J】+67500×1け~Il亡+15114Ol

-1㌦り+C

L.=0のときは T5-0でもろからC--L･叫,之引 亡

入し輔川村畝にl托すと

-】og等 -04345̂( ) (12)

‖山fi水車 057.'の柵安250左上(般ilt)をユク'tJランナ

ーCl仙丹水4日)05,4 迄銘肝 rろにgtした時llilは4n

JJ>で あった｡比C)時の外災の水議W IEEは.LIば-174

梶 (223Oc,86)71)

t:4-250xU605=lZ5Okg

lqE1250-乙SO×0_lⅦ05t11125kg,l一斗I

出上を(12)式lこIt:入すちと

恥 7且蟹の-l･州 二恥 ･･組度変化の加 儲 lトの,*恥 従って (l∠)式は
分FEの変化JIJ)も着と枕迎蛙Lこ約大なろ影蛍を与に 乙こ

-log(1-.7t)…66695冗lU~J(-76890

ylO-1217+24483×10-016+17677×10-りコ

_45269xl0-1.1+23124ドlO~21ユ+67弧 l

x10-lr!+15114tIE-I-I) (13)

村 上.)鮒 を和す7Jに琳抑&な托枚す引二歩すろ

哨 i"を計37:LfiiろuClし*式 の掛 りは次のqS合の}Lに

私らiLも｡

(礼) 督校漢は土,ヂタンナーで加魚に伴う先週 の

上朴は外界の捺件の如何lこ拘わらず.-う芸の曲較

相打適)をたどるものと815i!する｡

(I))水分合イJji抄こ多くなると柿 J)の薮象を起し.

VL脚引i"を災常に長引かすから水分含布並 (比の

J公命はt｣rLl水分含水率)な 15,p3(蛭奴的故地)以

Tとする.

乾kyt'iJSiMuLJf(13)式 上L);J【めた刑31位と比較ナJL

は郡 4誠の放りである｡

とが分ろ｡.gRL牝の択綿は掛紀の不榊 一物 i'Eの槻令に

比fj(すると1‡q)書ii脚 ;少tt･あるO兵端の糊付と岡城に

31柵と冬期の水式銭BIzT三を154耗とする瑚令は碇転■L

iB蛙を7Obc とし.兆の他の帳件を阿-だとBL5fTろ

と朋 に放ては,冬和上l)乾炊退段を約 60C椀庶E5.i

われは冬期とIJ]税政の髄 出産を与xjJことが分/.J｡

凹し?_Zi純印溌LD齢 ∈あらから,工科fJI晩 の現今

は.吐Lr'ミ星壁凸を桁拓める必笹がもろものと零 しられ

る｡

以上より碕安は他の也矧 こ放し外銘の水菜見臣の影

響を空けることが大であることが分ろ｡

(F) 荘快速淀yS妙誠二 (10)式に於て ,1-lL9-1g

とする｡LtlLILol土成blすべ き物見の乾性もりの1日山h(

分地 .Uは竣!削lli2,に州放した水分jitとする.

一謡 J-(.,〇一･Lo)(U〔仙 50,･002OJSe:
-04DSO40+1ユ6607-P4)山 (ll)
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(至芸志望謡rBii琵追完

(至芸ふta岩男蒜笠追完

*々 打算のtJ:aJtはHれ1250社

印ち芙31位と計井仏が大体-丑していろ｡相次の水分

汲外銘の水落繋JJ.Ffの8E脚 】に21はナ彰管を9]白に

すろaC茨T)に於で恥 の水分を棚 のyLとし,塞

rLlの焔 気分EEを1上欄 のものとした切分茨FfrRの水

分を11乾期Dものとして水需W IFEを1朋 Dものと

した細分J)榔 即日をl･JISにして計井すちと大我のtJ
(･あろ｡

Lf分 掌矧 ;Lrl 告空間 琵JTfaGhm)I
C′ 09 49 二19
u' LJ2 204 ユJ

*々 蛇拙tIの‖川合水神はOt旭,ん とする｡

従11亡紙 t:,U tI)特製と併せ考え7'と,朋叫油

井の桝 }ri川上冬期lu乾期の杓 ∠(.i:Icもろ｡

N,J)的 水 L/1凸のみに似ろもの 115liY(dSJj)

祐小の水糸従/I)FE㌫V)JjにEI(,Lちの

1叫 作(33-J'5)

印'r'31朋Q}水分を各州))水分とqlしくHuよ,似卿卓

州 i各期の1ユり.A.となL).相当BL秘(j4/～.)したこと

になる｡

E!にIJiは3凶年riTlに於けろ愈血沈11的 附 1'Tの乾蝕

叫rZJlをF伸 すちと次の印になる｡此の助剤 i慾の附 や

(･は.水分が 15,.i, 水前記分F:31秒IIErJ(JOc,

LIXI,QJ)にしてAと凡のり.奴では水分ul:.. 水荊′Ui

E376耗 (7Ptl,SO,I.)●(･あっI=｡

哲雄等d(oxbJ 外平 吉㌍ BE 総帥 耶(分)

15 (3317T) 晶

ol (313a6) (諾)

やE1 8i煉tlor=ll含水BPは005タJとする.

･'( )Pl'◆榊 と-Xにして7k最先

分Eoかと空托させた巷缶の批蚊と示

す｡LIも王舟弘EOはLt下○錠蛭l絹 Ei

各月歳丘の推rFTの世枚l早何の約4[.Tに

してJtのれ 前'LFの水分,TLI⊂上もtのが

2-llLi(67･,129), 隷■t'の水式!W EEに

よもt.ゆが lSlI.7(29や16)であも｡

V 据 括

l煤eEJIh'(科の乾奴迎皮一帖 1_,htや舷奴と波や陀

蚊の=印式に分けて求めた｡

2 雌JJm に放ける庇牧村封の花柁抑LD合加水分は
比較的少く,哨Lこ可粁洗物17にあっては花柳 よl)

抑Vf実糟に入t),不5,'性的7Zlこあつ こは.長軸iru†】

屯操'=JrT-るものもあるが北のl棚IJt*W 虎 く火.TS

分はhEや仏 の過程にも ろこと*L倣 した｡

I JyZ･IIJ.L.lfI･り.iIl水分,LW JLIRLL斗:A.r.の★▲

'̂分n-のみを卿 ヒし.他の貞式をー5iIとした均分の粥

邸戟帆辿肘 B,nJ料作柚77と1-5州▲抽児に分けて淡め

-1之に (･JnrrL佃EtSLこ帥Atは射xFl.J)A(崩it別 宅に捗

好さJL必いことを別かにした.

4 ユ･JPクJJ1-LLU(る机払O蛇悦迎肘 を淡め.
之にILt7･計井班はyfl羽班とHILhJ)lミく一致 した｡3LiTE

'LI1.-JCの介和水分と火Ltの水前払分正の鉛にLLW ,文

相は冬期に比La旅し掛 ･ものであろれ *_噂のFR休

を取払的に明かにした｡

木文紀収り順 を祁iuされた千抑溢JJ,･ji卯 州 一

のPl代L二相J越なも謝意お力r/J｡

EjI :3

1) エ化,Elfh8年.15517r

化TPエ魚 4S4Tr

2】 ISC.L39,10),1g220

3) エ化.吋目口5年.鵬rf
ヰj CrlLK.lltablt･3.570
5) NJ:3.362
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AJldcotz]p'd VlLhtheohk･ntd､Ahzev'thhlrl}･god COIZ)CIdetlCC.

Tlte tezL叫fl"hythetlryLT)どOftLm OT)luZn nZlra一elnStlJnmeT15mOrt･LItEhtllLtltaTlEn

Ⅵ1nlcrlS nl如 eJpl･1lrl小l(ド JpJ-)K爪〉akuCo,Ltd ASLlF肥lory)

′ヾ-ンカット発破の応用力学的解析

(バーンカ ットに関する2-3の知見 その2)

(■=榊26年1り115rl受JX)

lll穀 伯 次･昧 野 友 一

(日本カータ,ト稚式会iJ:) (El心火学工学f.F)

与1 分石 のノ､-ソカ1ト発破にて粥虫孔に起る煤 果からもgJらかにさJLち｡)uJ.=つのtI凸との1に先

発正に上ってその附姓にあも糾LAl姓に汲はすL3J乱 すo1Hのみが帆 し,OeMh'･TT.在しない齢 のJG力

庄輸及柵 仏力の分海側 びにこLLらの立IZ>力ED方

軸を淡めJトンカチ




